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図２）ブリッジ講座の関連科目に対する効果（生物学）	 図1　ブリッジ講座の関連科目に対する効果（化学） 図2　ブリッジ講座の関 科目に対する効果（生物学）
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の左上方の濃い灰色の集団として示している。当該教
員はこのような集団に対しては何らかの方法（例えば
単位認定の保留等の措置）で進級要件を緩和し、補講
等で単位を追加認定する方法で必要レベルに学力が追
いつくまでの猶予を与えるべきではないかと考えてい
る。このような学生に対する進級要件の弾力的な運用
と効果的なリメディアル教育が、我々のような資格型
の大学には今後重要になるのではないかと考える。
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図３）取得単位と成績による学生の進級要件の再考	 
図3　取得単位と成績による学生の進級要件の再考
Ⅴ　おわりに
　本学のように異なった学部学生が混在する医療系大
学では、各学部・学科・学年において、学生を均一な
集団として考えるのではなく、共通教育センター及び
各学部教員が相互の意見を交換する関連科目者会議な
どを活用し、効率的な教育カリキュラムを模索する必
要性があると考えられた。

